
（様式－１ 表紙） 

 

 

 １ 調査名称：伊予市総合都市交通体系調査業務 

 

 

 

 ２ 調査主体：伊予市 

 

 

 ３ 調査圏域：松山広域都市計画区域 

 

 

 ４ 調査期間：平成２２年度～平成２３年度 

 

 

 ５ 調査概要：伊予市は人口減少や少子高齢化などの社会情勢の変化により都市計

画道路を取り巻く状況が大きく変化しており、国道 56 号の一軸集中

を生じている。また、鉄道利用者などの多様な住民ニーズや行動に

適合した総合的な交通体系調査を実施し、長期未着手路線の整備や

現況の交通事情を考慮した都市計画道路網を策定する。 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：伊予市総合都市交通体系調査業務 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

１．業務概要 

２．伊予市の現況と特性 

2-1 社会経済状況 

2-2 道路交通状況 

３．交通量観測調査 

3-1 調査概要 

3-2 調査計画 

3-3 調査結果 

４．道路整備に関する市民意識調査 

4-1 アンケート調査実施概要 

4-2 アンケート票 

4-3 アンケート回収率 

4-4 アンケート調査結果の集計・整理 

５．伊予市交通実態（PT）調査 

5-1 交通実態調査実施概要 

5-2 調査票 

5-3 調査票回収率 

5-4 マスターデータの作成 

６．配分 OD 表作成 

6-1. 伊予市配分 OD 表作成方針 

6-2. 上位計画交通量からの関連 OD 抽出 

6-3. 配分ゾーンの細分化 

6-4. 実交通流動との整合性確認 

6-5. 高速道路無料化社会実験の影響検討 

6-6. 伊予市配分対象 OD 表 

７．検討対象路線（区間）カルテ作成 

7-1. 検討対象路線（区間）の設定 

7-2. カルテ作成 

 

巻末資料 

    巻末資料 1. 交通量観測調査結果集計データ 

    巻末資料 2. 伊予市配分 OD データ 

 

打合せ記録簿 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

平成 23 年度に庁内検討委員会及び外部検討委員会を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

平成 23 年度に庁内検討委員会及び外部検討委員会を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

伊予市は人口減少や少子高齢化などの社会情勢の変化により都市計画道路を取

り巻く状況が大きく変化しており、国道 56 号の一軸集中を生じている。また、四

国旅客鉄道㈱及び伊予鉄道㈱利用者など多様な住民ニーズや行動に適合した総合

的な交通体系調査を実施する。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

業務項目 

・都市交通等の現状把握 

・交通量観測調査【市内 18 地点・交差点方向別】 

・道路整備に関する市民意識調査【対象：市域全域、調査票配布数：3000 票】 

・交通動態（パーソントリップ）調査 

【対象：中山・双海地区、調査票配布世帯数：1080 世帯】 

・伊予市配分 OD 表作成 

・交通流動の確認 

・検討対象路線カルテ作成 

 

○交通量観測調査 

 伊予市市街地部とその周辺部における交通流動の把握、及び、本業務にて作成する伊予市配

分 OD 表の妥当性確認のための現況再現配分再現性検証の指標とすることを目的とし、下図に

示す市内 18 箇所の交差点において交通量観測調査を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 交通量観測調査箇所位置図 

１.大谷川橋交差点

２.(伊予鉄踏切西)交差

３.伊予農高北交差

４.伊予警察署前交差

５.(灘町)交差点
６.銀杏通交差点

７.上吾川交差点
８.(海岸通り3丁目)交差点

９.市役所前交差

10.米湊交差点

11.伊予市駅前交差

12.(仲之町)交差点 

13.(三栄)交差点 

14.(稲荷)交差点 

15.稲荷口交差点 

16.小泉池南交差

17.(下三谷)交差点 

18.(上三谷西)交差



交通量観測調査方法、車種分類等は道路交通センサスにおける調査方法に準じ、以下の日時

で調査を実施した。 

・交差点番号 1～11 調査日時 

 平成 22 年 9 月 30 日（木） 7:00～19:00 （12 時間観測） 

・交差点番号 12～18 調査日時 

 平成 22 年 9 月 29 日（水） 7:00～19:00 （12 時間観測） 

 

 調査結果は、伊予市市街地部とその周辺部における、特に市道の現況交通流動・交通量の把

握のために用いるとともに、後述する現況再現配分における現況再現精度検証のための指標と

して用いた。 

 

○道路整備に関する市民意識調査 

市民の市内道路整備に関する意識調査として、市内の道路整備についての満足度や問題点、

また、これからの整備の方向性についてのアンケート調査を行った。 

調査項目は以下のとおり。 

  ・回答者属性－[性別・年齢・職業・居住地区] 

  ・居住地区の現況道路の満足度－[車道安全性・道路幅員・歩道整備など] 

  ・伊予市内における問題箇所－[渋滞箇所、事故危険箇所の有無と具体的な箇所] 

  ・市内道路整備方針の重要度－[安全性向上、渋滞解消、公共施設アクセスなど] 

  ・その他自由意見 

 

調査対象は伊予市全域の市民とし、設問内容が道路整備に特化していることより、自動車運

転免許証の所持、および、対象者の無作為抽出における容易性に鑑み、20 歳以上の方を対象と

し、選挙人名簿からの無作為系統抽出法により抽出した。 

  アンケート票の配布・回収方法は郵送とし、地区別の意見収集のため、伊予市域を学校区基

準で６地区に分割し、それぞれの地区における必要サンプル数・配布数量についての検討を行

った上で、総数 3,000 票の配布を行った。 

 

 

 
 
 
 
 
 

表 地区別アンケート票配布数・回収数（率）・必要サンプル数 

 

地区名 配布数 回収数 （必要数） 回収率

南伊予 514 258 (182) 50.2%

郡中 540 274 (191) 50.7%

北山崎 512 234 (181) 45.7%

南山崎 441 193 (156) 43.8%

中山 492 218 (174) 44.3%

双海 501 197 (177) 39.3%

計 3,000 1,374 (1,061) 45.8%



結果、上記のとおり、全地区において必要数以上のサンプルを回収できた。 

  回収したアンケート結果を集計・整理し、市全体および地区ごとの意見の把握・分析を行っ

た。 

【集計例】地区別、住居地域の車道の安全性についての満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

調査により得られた結果については、次年度以降に伊予市域における道路整備方針の検討を行 

う際の指標の１つとして用いる。 

 

○交通動態（パーソントリップ）調査 

市民の交通利用実態把握のため、交通動態（パーソントリップ）調査を実施した。 

ただし、本実態調査においては、平成 19 年度松山市で実施されたパーソントリップ調査にお

いて調査対象外となっていた、中山地区・双海地区のみを対象とし、伊予市内における市民の

交通動態情報の補完を前提とし、調査・集計作業を実施した。 

また、松山都市圏での調査の補完を前提とするため、集計後作成するマスターデータの整合

性に鑑み、調査票は松山都市圏調査で使用したものとほぼ同一とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合計 (n=1342) 

南伊予 (n=251) 

郡中 (n=271) 

北山崎 (n=229) 

南山崎 (n=188) 

中山 (n=215) 

双海 (n=188) 

2-（2）　車道の安全性 × 地域

不満
普通
満足

27.9

25.5

32.1

26.2

17.0

32.6

33.0

62.7

65.7

62.7

68.6

62.8

58.6

56.4

9.3

8.8

5.2

5.2

20.2

8.8

10.6



調査対象は、伊予市中山町、双海町居住者で、平成 22 年 9 月 1 日時点で満 5 歳以上の人とし、

住民基本台帳から世帯主を無作為系統抽出法により抽出して、その世帯を構成する 5 歳以上の

人すべてについて回答してもらった。 

 

調査票の配布・回収方法は郵送とし、松山都市圏調査における伊予市本庁地区（旧伊予市地

区）の回収率（全世帯数の 5%）以上となるよう必要サンプル数・配布数量についての検討を行

った上で、総数 1,080 世帯へ調査票の配布を行った。 

 
 
 
 

 

表 地域別調査票配布数・回収数（率）・必要サンプル数 

 

結果、上記のとおり、両地区において必要数以上のサンプルを回収できた。 

   回収した調査票についてチェックを行い、データの精度向上を図った上で、数値化されて

いない調査項目のコード化や、地区別性別年齢層別の実人口に合わせた拡大処理など調査票

データの処理を行って、調査結果のマスターデータを作成した。 

   また、作成したマスターデータを基に、目的別手段別等の OD 表の作成を行った。 

  調査により得られた結果については、次年度以降に伊予市域における道路整備方針の検討を

行う際の指標の１つとして用いる。 

 

 ○伊予市配分 OD 表作成 

次年度以降の都市計画道路網の見直しなど、長期的な道路交通施策の展開についての検討

の際に実施される交通量推計や、伊予市内地区間の交通流動確認に必要となる、伊予市内に

おける配分 OD 表の作成を行った。 

伊予市配分 OD 表は、上位計画交通量となる平成 19 年度松山都市圏パーソントリップ調査

に基づく OD 表をベースとし、松山都市圏調査の調査対象外で発生集中量が正確に捉えられて

いない地域については平成 17 年度道路交通センサス OD 表の値を用い、補完することで作成

を行った。 

 
 
 
 
 

 

表 伊予市配分のための補完後集約ゾーン OD 表【現況】 

地区名 配布数 回収数
（必要数）

(全世帯数の5%)
回収率

中山 490 163 (74) 33.3%

双海 590 164 (89) 27.8%

計 1,080 327 (163) 30.3%

                        1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11       **
                          伊予市   伊予市   伊予市                   砥部町   砥部町           愛媛県   愛媛県                 
                            １区     ２区     ３区   松山市   松前町      1区      2区   内子町   南西部   北東部   その他   全国計

 1 伊予市１区       24488 803 1169 15313 5140 2294 56 272 939 1825 0 52297
 2 伊予市２区       948 3309 52 1137 450 10 0 389 247 46 0 5305
 3 伊予市３区       940 96 3058 1398 403 11 0 0 603 57 0 4891

 4 松山市            15040 1626 1272 665513 18742 14411 307 2074 9764 51010 0 779760
 5 松前町            5058 274 471 17622 14573 1190 77 209 392 1603 0 41469
砥部町1区           2413 21 28 14206 1028 16283 215 142 238 3114 0 37688
砥部町2区           2 51 0 263 66 176 0 0 0 0 0 163
 8 内子町            151 507 0 2653 93 129 0 0 0 0 0 658
 9 愛媛県南西部   983 149 540 9990 353 230 0 0 38 3399 0 21913
10 愛媛県北東部   2170 50 116 53045 1467 3371 55 0 3330 41770 0 105374
11 その他            0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

** 全国計            52197 5403 5147 781140 42315 38104 107 667 21614 102824 0 1049518



上記伊予市１区～３区のセンサス B ゾーンをコントロールトータルとし、人口指標の得やす

さを考慮して町丁字を基本に、地形、道路網等を考慮して、対象地域の将来交通量を検討する

上で妥当と考えられる粗さにゾーンを細分化して、伊予市配分 OD 表を作成した。 

結果、細分化後のゾーン数は 67 ゾーンとなった。 

 

○交通流動の確認 

作成した OD 表のゾーン分割等の妥当性確認のため、実交通流動との整合性の確認を行った。 

作成した OD 表を用い、以下の 4 ケースの交通量配 
【前提条件：高速道路すべて有料】－ケース 1：現況再現配分、ケース 2：将来推計配分 
【前提条件：松山 IC 以南無料化】 －ケース 3：現況再現配分、ケース 4：将来推計配分 
【配分結果例：ケース 3】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○検討対象路線カルテ作成 

伊予市市街地部において、道路の整備計画はあるが、現在未整備となっている路線・区間に

ついて、次年度以降の整備評価検討対象路線（区間）を設定し、それぞれの計画概要、上位・

関連計画における位置付け、整備に向けての課題点などをとりまとめたカルテ（調書）を作成

した。 
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検討対象路線（区間）は下図に示す、6 路線 12 区間。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

各区間について、計画概要、位置付け、整備に向けての課題点等をとりまとめ、下図に示す

カルテ（調書）を作成した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次年度以降において、本調書をベースに各区間の整備評価結果等を追記していく。 


